
　放火による火災（放火の疑いを含む）
は、火災原因の第1位を占めています。
住宅や事務所などの建物への放火だけで
なく、車両や廃車、敷地内の可燃物に放
火され、火災になるケースも多くなって
います。
　放火を防ぐためには、家の周りに放火
されやすいものを置かないなど、一人一
人の注意が重要です。また、放火は地域
の治安にもかかわることなので、地域の
安全を守るために、地域住民が協力して
「放火されない、放火させない、放火さ
れても被害を大きくさせない」というこ
とを基本に、防火対策に取り組むことが
必要です。皆さんも、自治会や町内会な
ど地域ぐるみで、放火されやすい場所や
状況などを把握し、対策を話し合ってみ
てはいかがでしょうか。
　例えば、無人の施設は施錠して侵入を
防ぎ、センサーや照明を活用する、近隣
への声掛け運動をするなど。
　放火行為は人目に付きにくい場所で行
われるため、放火を行おうとしている者
に対して、地域全体に「見られている」と
感じさせることが、放火の抑止力につな
がります。
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3月1日㈫から7日㈪まで、春の全国火災予防運動が行われます。この機会に、

あらためてわが家の防火対策を考えてみませんか。

さまざまな防災物品を展示

「消したかな」 あなたを守る 合言葉

春の全国火災予防運動
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